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イギリスの日本語教育の現状 と課題
吉 岡 英 幸
1は じ め に
筆者は,1994年3月 末から三年間,シ ェフィール ドとケンブリッジに滞
在 して,イ ギリスの日本語教育についての現状調査 を行 った。本稿は)そ
の資料 をもとにイギ リスの高等教育機関の日本語教育 の現状 を紹介すると
同時にその問題点を考察 し,今 後のイギリスの日本語教育 の一層 の発展の
ための課題 を探 ろうとす喬ものである。
本稿では・初めに高等教育機関の具体例 としてケンプリッジ大学の日本
語教育を取 り上 げ紹介する。続 いて統計資料や髄用教材 を中心 にイギリス
の高等教育機関全体の日本語教育の現状 を探 る。最後に,イ ギリスの高等
教育機関における日本語教育の今後 の課題 は何かを検討する。
2ヶ ン ブ リ ッジ 大 学 の 日本 語 教育
1)組 織
ケ ンブ リ ッジ 大学 の 日本 語教 育 は,東 洋 学 部 のJapaneseStudiesで 行
わ れ てい る 。 学 部 に1E式 に は学科 とい う区 分 は ない が,JapaneseStudies
の スタ ッフ は対 外 的 には 日本研 究 科 とい う名 称 を用 い て い る の で,こ こ で
もJapaneseStudiesの こと を 目本 研 究 科 と称 す る こ と にす る。 ケ ン ブ リ
ッジ 大学 の 日本 語 教育 は ・学 内 の他 の専 門 の学 生 が外 国語 教 育 の一 っ と.レ
て登 録 し学 ぺ る と い う制 度 で は な く,日 本研 究 科 の学 生 だ け を対 象 と して
い る。 つ ま り,日 本 研 究 を主専攻 とす る学 生 だ}ナ炉必修 科 目 と して 日本 語
を学 ぶ こ とが で き るの で ある。
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教師 陣=目 本 研 究 科 の授 業 を担 当す る正 式 な ス タ ッ フは・professor1名
(原則 と して学 科 に1名 しか い な い主 任 教 授)と1ecturer5名,そ して 日本
語教 育 担 当 の2名 の,計8名 で構 成 され て い る。 日本 語 教 育 担 当以外 の6
名 の専 門 は.日 本 文 学2名,日 本 史2名,巨 本 の致 治 ・経 済,社 会 ・産 業
が1名 ず つで あ る。 日本 語 教 育担 当者 は2名 と も 日本 語 を母 語 と し,そ の
身分 はシseniorlanguageteachiBgo備cerinJapaneseと,lectQrin
Japaneseで あ る 。前者 は 目本 語教 師 のた め に新 し く作 られ たポ ス トで,毎
年厳 しい研 究 業績 を要 求 され るlecturerと 待 遇 は ほ とん ど変 わ らな い 教
育専 門 の ポス トで あ る。 後者 は1年 ご との更 新 で,国 籍 がECで あれ ば
最大5年 まで,そ れ 以 外 な ら3年 ま で のポ ス トで あ る。 『学 生 のた め のガ
イ ド』 に は,.こ の 呂名 の ほか,考 古 学 と宗 教 学 を専 門 とす る ス タ ッフ も1
ロ
名ず つ 記 され てお り,こ の分 野 の卒 論 な どを選 ぶ 学 生 が いた 揚 合 の対 応 も
考 え られ てい る。 そ の他,オ ック ス フ ォ ー ドと共 に独 特 のシ ステ ム で あ る
週1回 の個 人指 導 を ケ ンブ リ ッジ で は ス ーパ ー ビ ジ ョン と呼 ん で お り・1
年 生 は 目本 語 の ク ラ 界 の 時 間 に振 り替 え,他 の学 年 で は 日本 漆 ら来 た 客 員
研 究 員 な どに,主 と して 目本 語 の運 用 能 力 向上 のた め の指 導 を依頼 して い
る。
学生:一 般 にイ ギ リス の 大学 は3年 制 で あ るが,目 ほ とん ど の大 学 の 日本
語 科 ・日本 研 究 科 は4年 制 で あ り,ケ ン ブ リッ ジ大 学 の 日本研 究科 も同 嫌
であ る。1995年3月 時 の学生 数 は,1年 生 聾 人,2年 生13人,3年 生5
入,4年 生8人 の計 鵜 入 で あ る。
2)・ カ リキ ュ ラム
3学 期 制 を とっ て お り,授 業 は秋 学 期8週 間,冬 学 翔8週 間,春 学翔4
週 問 の年 間20週 行 われ る。
1年 生=1年 生 の授 業 は,論 文 の書 き方 の指 導 な ど を含 む 歴 吏 の授 業 以 外
全 て 巨本 語 の授 業 で あ り,中 心 はGRAMMARとEXERCISESで あ
る。 この二 つ は連 動 して お り,月 曜 か ら木 曜 まで の午 前 中GRAMMAR
で導入 を,火 曜 か ら金 曜 ま で の午 後EXERCISESで 練 習 を行 うこ と にな
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って い る。 そ して,そ の週 に提 出 され た漢 字 を週1回 の漢 宇 テ ス トの時 問
に チ エ ック す る 。WRITINGは か な や漢 字 の 目本 語 の表記 につ い て の概
説 的 な 知識 を与 え,興 味 を 持 た せ る こ と を 目的 に して い る。TEXTは,
『気 紛 れ ロボ ッ ト』(星 新 一)と 『羅 生 門 』(芥 川龍 之 介)を 教 材 と し
,そ れ
ぞれ3時 間ず つ の読 解 の授 業 で あ る。 オ ッ クス フオ ー ドの 『河 童 』 と並 ん
で,1年 生 の 日本 語 の授 業 の仕上 げ と して 『羅 生 門 』 を読 む と い う昔 か ら
の伝 統 は 今 も受 け継 がれ て い る。
2年 生:


















る。 目本の政治 ・社会 ・文学は選択科 目で,こ の三つの中から二つを選
ぶ。また,2年 生の初めに文学系か社会科学系を選択することになってい
て,文 学系の場合古典の学習も必修 となる。古典 の授業では,古 典文法 の
プリントは配布 してお くが,文 法の説明か ら入るのではなく具体的な作晶
を通 して文法 も随時理解 させていくとい う方法 を と コている。秋学期は
r方丈記』,冬 学期はr古 今集`『 山家集』r新 古今集』 から選んだ和歌 と
r宇治拾遺物語』を教材 としている。学生には 『古語辞典』 を引かせ,教
材の作品を英語で解釈 させるという授業を行 っている。
3年 生=2年 目の授業が終了 した夏に,学 生は目本への研修に出発する。
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いろいろな企業で研修 し,秋 から3か 月問金沢市の石川県国際文化交流セ
ンターで日本語の集中教育を受ける,そ して,冬 学瑚から大学に戻 り,日
本での成果の上に,次 の科目を履修する。
匡
lTE刈 日本語 ド古 典1目計ド
・ 引 列28
ド尋12 28
日本語の授業は,衛 星放送から録画 したテレビのニュースなどを教材 とし
た聴解,新 聞や雑誌などを教材 とした読解が行われている。 またTEXT






行 い,そ の後そのテーマについて日本語で討論 させる・また・衛星放送 の
'録画によるテレピのニュース解説などを聴解 として使用する。TEXTの
授業では古井由吉め小説などが教材 として選ばれている。また,最 上級学
年は,目 本語の資料に基づ ぐ英語 の卒論が課せ られているため,多 くの時
問を論文作成 に費やす ことになるる
3〉 日本語教育の内容
目標;最 終学生である4年 生はr長 文の英語 を読んで,そ の主な内容を
日本語で,口 頭でまたは簡潔に書 きあらわすことによって,表 現できるよ
うになることをひとつの目標 としている。」 また,ケ ンブリッジの日本語
教育はr将 来職揚で,ま た大学院に進んだ者の研究 の手段 として・十分 に
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使 い うる 日本 語 を学 ばせ る とい うこ と を 目 的 と し て い る」。 そ のた め に,
「会 話 よ りも読 み,書 き に重 点 がお かれ る」Dこ とに な っ て い る とい う。
卒 論 は4年 間 の 日本 語 及 び 日本 研 究 の総 決 算 と な る作 品 で あ る が,学 生
の最 近 の卒 論 のテ ーマ を見 る と,「 徳 川 時 代 の尊 皇 思 想 」 「徳 川 時 代 の出 版
物 に描 写 され た キ ツネ 」 「能 ・浮 舟 の注 釈 付 翻 訳 」「1980年 代 末 の 日本 のパ
ブル 」r目 本 の金 融 市 揚 にお け る大 蔵 省 の役 割 」 「武 満 徹 の 作 品 と 音 楽 哲
学 」 「現 在 の 目本 が抱 え る外 国 入労 働 者 問 題 」 な どで あ る。.
教 材,教 授 法:1年 生 が 使 用 す る 教 科 書 は ケ ンプ リッ ジ大 学 で 作成 され
たrAnIntrodりct正ontoModemJapanese1・2』(RichardBow血gand
HarukoUryuLaurie,CambridgeUnive窒sityPre路,1992)で あ る。2冊
に分 か れ て お り,1がGram置arLessonsで,2がExerc皇seandWord
Listsで あ る.全 体 は52課 の構 成 で,1週10時 間,2っ の学 期16週 間 で
ち ょ うど終 了 す る よ うに作 成 され て い る 。 提 出語 彙 は約2,500語,漢 字 は
870字 余 り,構 造 シ ラバ ス 中心 の構 成 で文 法 事 項 や語 彙 は英 語 で か な り詳
し く説 明 され て い る。学 生 は予 習 と宿 題 で 大 体5時 間 の 自宅 学 習 を要 求 さ
れ てお り,GRAMMARの 授 業 は予 習 を前 提 と して英 語 に よ る理 解 確 認
と,そ の た め の練 習 が行 われ る。 午 後 のEXERCISESは そ の課 の文 型 定
着 の た め の練 習 が 中心 で あ るが,英 語 を言 っ て 日本 語 に直 させ る とい う形
式 が多 い よ うで あ る。進 度 が速 くこ の ス ピー ドに つ い て い くの は 大変 の よ
うで あ り,学 生 の優 秀 さ と いう条 件 が あ っ て は じ め て こ の カ リキ ュ ラ ム が
組 め る とい え よ う。 毎 年 ドロ ップ ア ウ トす るの は 約1割 とい う。1年 の3
学 期 目にr羅 生 門』 を辞 書 を片 手 に読 む(英 訳)と い う の は,東 洋 学 部 の他
の語 学 の専 攻 と同 じよ うに ナ マ の文 学 作 品 を読 む と い うレ戒 ル に到 達 す る
とい う満 足 感 と動 機 付1ナに す る と い う意 味 も あ る よ うで あ る,授 業 時 間 数
が 少 な いた め十 分 な練 習 が で きず,し か も 目本 と違 い教 室 の外 で 日本 語 に
触 れ る機 会 が全 くな い とい うこ と か ら,頭 で理解 す る部 分 が 多 く,特 に話
1)rケ ンプ リッジ大学 にお ける 日本 語教育」 瓜生温子?日 本語教育年鑑`1991
年 版.ア ルク
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し聞 くカ が や や落 ちる の は仕 方 の な い こ と で あ ろ う。2年 の授 業 では試 用
版 の 中級 教 材 を使 用 し て語 彙 や 文 型 を,『AnIntrQduct三 〇ntQModem
Japanese』(ジ ャパ ン タイ ム ズ),『 ニ ュ ース で学 ぶ 日本 語 』(凡 人社),『 ち
よっ とひ とこ と』(朝 日カ ル チ ャ ーセ ン タ ー)な どの テ ー プ を使 っ て聞 き取
りや会 話 な ど も行 うが,こ うして習 得 した目日本 語 が,コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン
め手 段 と して十 分 活 か され る よ うにな る の は,3年 の と き の来 日を待 た な
けれ ば な らな い とい う。 日本 か ら帰 国 す る と 日本 語 の力 は 格 段 に 進 歩 し,
以 降 の学 習 もや りや す くな る・3年 生 の冬 学期 ・春 学 期 の使 用 教材 は ナ マ
教 材 で,目新 聞 ・雑 誌 で読 解yテ レビ のニ ュ 」 ス を中 心 に して聴 解 の授 業 が
行 われ る。 最 終 学 年 は長 文 の英 語 を読 ん で,そ の要 旨 を 日本 語 の 口頭 また
は 文章 に よ っ て 表 現 さ せ た り,・その 目の 日本 の新 聞 を読 ませ,そ の テ ー
マ につ い て 日本 語 で討 論 させ る とい う授 業 が行 わ れ る。 そ して大 半 の時 問
は卒 論 の完 成 の た め 目本 語 の資 料 を調査 ・研 究 す る。
評 価=ケ ン ブ リ ッジ 大 学 の評 価 は,1年 に1回 春 学期 に行 わ れ るTripos
と呼 ば れ る学 年 末 の試 験 に よ っ て成 績 がつ け られ る。3年 生 を除 く全学 年
炉受 験 す る が,2年 生 はTdposで 不 合 格 を と る と退 学 と な るた め,特 に
真 剣 とな る。19叫 年 の1年 生 の試 験 はJ1か ら ∫5の5種 類 あ り,5月 末
か ら6月 に か け て,1日1種 類 行 われ た.14は 歴 史 の 問 題 な の で 日本 語
は4種 類 で あ る。 目本 語 の間 題 の内 容 は次 の よ うな も の で あ った 。
」1は 授 業 でや った 教 材 の中 か らの 出題 で,『 羅 生 門 』 と 『気 紛 れ ロボ ッ
ト』 の 中 の それ ぞ れ1段 落 の英 訳 と,そ の中 の語 句 の幾 つ か を取9あ げ 文
法 的 な質 問 に答 え させ る も の。J2は,授 業 でや っ て い な い も の か ら の提
出 で3問 あ 弘 出 典 は 『大 人 の国 イ ギ リ ス と子 供 の国 日本 』(マ 山 ク ス 寿
子)と,中 等 新 国 語 か らの湯 川秀 樹 の文 章,『 風 の中 の子 供 』(坪 田譲 治)の
そ れ ぞ れ1段 落 の文 章 の全 て を英 訳 させ る も の で あ る。 ∫3は3問 あ り,
1番 が 英 語 の短 文 を 日本 語 に 訳 させ る もの,2番 が ま と ま った 内容 の英 語
の文章 の和 訳,3番 が3っ の トピツ ク か ら1っ 選 ん で原稿 用紙 に作 文 させ
る もので あ る。 ∫5はORALEXAMINATIONで3問 あ り,1番 が臆
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解 。2番 がイ ンタ ビュ ー形 式 の 話 し方 の試 験 で,絵 を見 せ て説 明 させ た り,
あ るテ ー マ を与 え それ につ い て話 させ る もの。3番 はJ1の テ キ ス トの一
っ 『羅 生 門 』 の文 章 の1部 を与 え,そ の錫 で読 ませ 発 音 や イ ン トネ ー シ ョ
ン をチ ェ ッ ク す る もの で あ る。
2.年 生 の和 文英 訳 と し て出 された もの は,r普 請 中』(森 鶉 外),r網 走 ま
で 』(志 賀 直 哉),『 冷 戦 後`(船 橋洋 一 〉,『漱 石 の倫 教,ハ ワ ー ドの ロ ン ド
ン』(東秀 紀),『MITと 森 の フシ ギ の物 語`(大 江 健 三郎),ア 官 僚 た ち の夏 』
(城山三 郎),『 サ ッチ ャー 時 代 のイ ギ リスよ(森 嶋 通 夫 〉で あ り,各1段 落 の
全 て を英 訳 す る こ とが課 せ られ る。OR今LEXAMINATIONは,グ ル
ー プ デ ィ ス カ ッシ ョ ン とロ ール プ レイ をや らせ て それ を評 価 す る とい うも
のo目
4年 生 の和 文英 訳 と して出 され た もの は,『 昭 和史 探 訪』(三 国一 郎),rア
ジ ァ か ら来 た花 嫁 』(宿 谷 京 子),『 鳥 の よ うに,獣 の よ うに』(中 上 建 次).
r浮 虜記 』(大 岡 昇 平 〉,・r雪 』(三 島 由起夫),rキ ッチ ン』(吉 本 ば な な),r自
叙 伝 死 灰 の中 か ら』(大杉 栄 ・律藤 野枝 編),『 近 代 詔 勅 集 』(村 上 重 良編),
朝 日新 聞 の記 事 な ど で あ り,各1段 落 の文 章 全 て を英 訳 す る の が問 題 で あ
る.ORALEXAMINATIONは,ラ ジオ のニ ュー ス解 説 の聴 解,ス ピ
ーチ
,そ の場 で 渡 され た英 語 の新 聞 を読 ませ て 日本 語 でそ の要 旨 を言 わせ
る もの と な っ て い る。
1回 だ げの試 験 で1年 閲 の成 績 ぶ決 ま る とい うや り方 に対 し 学 生 な どか
ら も不 満 の声 がな い わ けで は な いが,そ こ は長 い伝 統 の継 承 とい う面 も あ
り,改 革 のた め の検 討 と い う声 は聞 かれ な い よ う で あ る 。各 学 年 の特 に
UNSPECIFIEDTEXTの 問 題 は,授 業 で扱 わ れ ず 試験 で初 め て見 る文
章 で あ る び,そ れ らのナ マ の文 章 も決 して易 しい も の で は な く,そ れ を細
か い文 法 事 項 は も ち ろ ん文 体 的 な特 徴 も含 め英 語 に訳 す こ と を要 求 す る と
い う。 少 な く とも読 解 の レベ ル では非 常 に高 い 目標 設 定 を して い る こ とが
うか が われ る。
ケ ンブ リ ッジ大 学 の 日本 語 教 育 の特 徴=ケ ンブ リ ッジ 大 学 の 日本 語 教 育
一61一
の特徴は・まず指導体制渉整 っていることであろう。目本語担当者のため
のポストが作 られ・10年 近 く・日本語教育 を担当してきたベテラン教師の
存在 が大きい。そのため,目目標設定もかな り明確でそれに添 ったカリキュ
ラムや初級教科書 が作成 されているなど,目 本では特に珍 しいことではな
いが,イ ギリス庵は他 の機関にあまり見 られ な い特徴 となっている。ま
た,学 生び優秀なことも特徴 め一つであろう。ケ ンブ リッジといえばオッ
クスフォー ドと並び その学生は超エリー・トといわれ るが,1年 生の最低5
時間の自宅学習 もほぼ全員実践 して"る とい う。能力だけでな く学生の大
変な努力蔦 十分でない授業時数の中での高い到達 目標 を可倉巨にしている
のである。さらに,図 書館の貴重な古書のコレクションを含む8万 冊余 り
の日本語の蔵書や,ス ーパービジョンの制度などの教育環境,カ レッジに
お捗る恵 まれた生活環鏡など,現 在イギリスで最 も整った条件を備えてい
る目と考 えられるのである。
ただ,初 級教科書が作成され学習項目や指導法が確立 されている1年 生




めに1996年 秋からは1年 間企業などに預 ける形の研修 になるという。
3イ ギリスの高等教育機関における日本語教育'
1).日 本語教育の概況
・イギリズの目本語教育についての資料で最 も新 しく,そ して詳 しいのは
1993年 め調査 によるF海 外 の・目本語教育の現状』(国際交流基金 日本語国
際センター編,19%年)で ある己..以下この資料をもとに,イ ギリスの大学
を中心 とする高等教育機関における日本語教育 の特徴 を西欧の他の国.と比
較 しながら探ってみたい。
この資料によるとイギリスで日本語教育 を行 っている高等 教 育機 関 は
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45機 関 で あ る。 こ の45の 機 関 の 日本 語 教 育 が い つ始 め られ た か を5年 ご
と に区 切 っ て,機 関数 を見 て み る と,次 の よ うに な る2}。
目本 語 教 育 開 始 年 別 機 関数:
年目 卜1959…!6・ 一64165-6gt7・ 一7歪173-7918・ 一84「85-89「9D一 『無 副 計
機離 「2い い い oい11・ilgl3145
1980年 代から目本語教育機関の開設が 目立っが,こ れはケンブリッジ大
学の日本研究科に 「1980代半ばか らの急激な学生数の上昇」 が見られた
が,こ れは 「この時期か らそれまでの研究職,ジ ャーナリズム,目 本での
英語教師 といった就職先に加えて,金 融機関か らの求入の数が著 しく増 し
たことと深 く関連 している」3〉という企業 ・経済界の動向が,イ ギリスの
大学全体に波及 していった結果ではないかと思われる。
イギリスの高等教育機関の目本語教育 の現状 を見るために・学習者数が




















イ ギ リス の学 習 者数 は,世 界8番 目 の フ ラ ン ス,9番 目の ドイ ツ よ り少 な
く,西 欧 で は3番 目,世 界 で は14番 目 に当 た る。
1機 関数 当た りの平 均 日本語 学 習 者 数 は,イ ギ リス41人,フ ラ ンス77
人,イ タ リア112人,ド イ ツ113人 とな り,イ ギ リス が最 も少 な い。 イ ギ
リス の 日本 語 教 育 は,イ タ リア のよ うに少 な い機 関 に多 くの学 習 者 を集 め
2)r海 外の 目本語 教育 の現状 』 では1959年 までに開設 された機関 を!と してい
るが・ ロン ドン大学,ケ ンブ リッジ大学 の2校 あるので訂正 し2と す る5
3)「 ケンブ リッジ大学 にお ける 日本語教育」 瓜生温子 『日本 語教育年 鑑』1991
年 版 アルク
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て行 う集 中型 で は な く,い ろ い ろ な機 関 がそ れ ぞ れ教 育 を行 う分 散 型 で あ
る とい うこ とが言 え る。 ち な み に 日本 国 内 の状 況 を 見 る と,平 成6年11
月現 在 の大 学 の 日本 語 教 育 実施 機 関 数407,日 本 諾 学 習 者 数 妬 、731人 で あ
り,1機 関 当 た りの平 均 学 習 者数41人 で あ るか ら4>,イ ギ リス は 日本 の大
学 と同 じ状 況 で あ る とい え る。
教 師1人 当 た りの平均 目本 語 学 習 者数 を単 純 計算 す る と14人 で あ り,イ
タ リア の3・6人 は例 外 と して も,フ ラ ン スの28入,ド イ ツ の38人 と比 べ
れ ば,か な り恵 まれ て い る と い うこ とが で き る。
ま た,日 本 語教 育 で使用 され て い る教 育機 器 を見 る と,次 の よ うに な る。
目本 語 教 育 で使 用 され て い る教 育機 器:
ス ライ ド
プ ロ ジ ェ
ク タ ー
1





イ ギ リス 11 421411 17 7 25 7 150
フ ラ ンス 7 55157 9 6 5 2 141・
ド イ ツ i7 391 33 12 9 20 4 13千
イ タ リア 4 9 10 3目 工 6 1 30
イ ギ リス の揚 合 の機 器 の 保 有 状 況 は,テ ー プ レ コー ダ ー93%,VTR
91%,OHP56%,コ ン ピ 土一 タ38%と な って お り,他 の西 欧 の国 と比
べ,教 育 機器 の面 で も好 条 件 の も とで 日本 語 教 育 が行 われ て い る とい う こ
とが で き る の で ある。
2)目 目本 語 教 育 の 内容
戦 時 巾 ロ ン ドン大 学SOAS(東 洋 ア フ リカ研 究 所)で 目本 語 を学 び,外
霧 省 に入 っ て駐 目英 国 大使 と な った サ ー ・ヒ ュー ・コー タ ッチ は,1991年
に雑 誌 の対 談 で,日 本 語 の学 習 を少 数 の"セ ン ター"に 集 中 させ るべ き
か,そ れ と も も っ と均 等 に全 国 に 広 め るべ きか とい う 質 問 に対 して,「 本
当に効 果 的 な 日本 語 の教 授 法 が 開 発 され る まで に は(そ の よ う な教 授 法 は
4)『 平成6年 度 国内の 日本語 教育の概 要』文化庁 文化部国語課
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現 在,"セ ン ター"の 中 で開発 され つ つ あ る と思 い ま す が),す くな く と も
い くつか の"セ ン ター"が 必 要 で し ょ う。そ し て,そ こ をベ ー ス に して他
へ 広 め る こ と も可 能 に な る で しよ う
。 パ ー カー ・ レポ ー ト5〕が出 る前 の セ
ン ター に は,相 当 のプ レ ッシ ャー が かか っ て お り,.も と も と期 待 さ れ て
い た役 割 が 果 た せ なか った よ うに 思 い ます(例 え ば シ ェ フイ ール ドの よ う
に)。 した が っ て,セ ン ター を さ らに 強 化 させ る こ と が 必 要 だ った わ け で
す 。 と くに,新 しい教 材 や教 授 法 の 開発 が必 要 で した 。 そ れ が まず な い ぶ
ん に は・ 他 へ広 め る こ とは ち ょ っと無 理 だ った わ け です 。 や は 強順 序 と し
て は・ まず セ ン ター を強化 す るこ とで しょ う。 そ し て,機 会 が あ った ら,
他 へ も広 め る こ とで し ょ う。」6)と言 っ てい る。
イ ギ リス の大 学 に お け る 目本 関係 の セ ン ター と い う の は,ケ ンブ リ ッ
ジ,オ ック ス フ ォ ー ド,ロ ン ドン大学SOAS,シ ェ フ ィ ール ドの い わ ゆ る
4大 セ ンタ ー が 中心 で あ り,そ の あ と新 し くイ ン グ ラ ン ド北 部 の ニ ュ ー キ
ャ ッス ル 大,ス コ ッ トラ ン ドのス タ ー リ ン グ大,さ らにイ ン グ ラ ン ド南 東
部 のニ セ ッ クス 大 と ウエ ー ル ズ の カー デ ィ フ大 が組 織 作 りを行 い セ ン ター
と い え る組 織 を整 え て い る7〕。 コー タ ッチ の 発 言 か らは 現 状 の 目本 語 教 育
に対 す る問 題 意 識 が伺 わ れ,そ り対 策 と して まず 教 材 ・教 授 法 の質 の集 中
型 を行 うべ きで ある とい う考 え を述 べ て いる わ け で あ る 炉,4大 セ ン タ ー
を 中心 に新 しい教 材 ・教授 法 の開発 が行 われ て い る の か,ま た それ が他 の
機 関 に普 及 して い る の か とい う視 点 か ら・ イ ギ リス の 日本 語 教 育 の現 状 を
検 討 す る。
筆 者 はイ ギ リス滞 在 中 に 日本 語 教 育 を行 って い る大 学9機 関 を訪 問 しイ
ン タ ビ ュー調 査 や授 業 見学 な どを させ て も らっ之。 また,1995年2月 に そ
5)1987年 に出た攻府 の大学補助金 委員会 の諮問 に対す る答 申 「イギ リスの 目本
語教育」 シュテ ファ ン ・ヵイ ザー 「日本語教育年鑑』1991年 版 アル ク参照
6)rβ 本 との交流 ・経済交流 と日本語教育 のあ り方 について」ぐ聞 き手 シニテ フ
ァン ・カイザー>『 日本語教育年鑑 』1991年 版 アル ク
7)「 イギ リスの 日本語教育」 シュテファン ・カイザ ー 『目本 語教育年鑑』1991
年 版 アルク
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の池 の19の 大 学 に対 して使用 教 材 な ど に つ い て ア ンケ ー ト調 査 を行 い,
16校,13の 機 関 か ら回 答 を得 た8)。 そ め計22の 機 関 の使 用 教 材 は,次 の

























Jap乞nese∫QrBusyPeop王e(講 談 社 イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル)
BasicKa巧iBQok(凡 人 社)
Japanese50rEveryone(学 習 研 究 社)








餌TasksforBasicModemJapanese(ジ ャ パ ン タ ィ ム ズ)2
新 日本 語 の 基 礎(ス リー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク)2
AnIntroductiontoModemJapanese(ジ ヤ パ ン タ イ ム ズ)2
ヤ ン さ ん と 日本 の 人 々(国 際 交 流 基 金)〈VTR〉2
文 化 初 級 日本 語(文 化 外 国 語 専 門 学 校)1
初 級 日本 語(東 京 外 国 語 大 学 留 学 生 日本 語 教 育 セ ン タ ー)1
Japanese:TheSPGkenLanguage(講 談 社 イ ン タ ー ナ シ ョ
ナ ル)・1
Read三ngJapanese(チ ャ ー ノレズ ・イ ー ・タ トノレ)1
Master血gJapanese(マ ク ミ ラ ン)目1
ModemJa脚nese£orUn圭veエsityStudents(国 際 基 督 教 大 学)1
Communica伽nJapaneseS毛yle(言 語 文化 研 究 所)
よ う こそ(マ クグ ロウ ・ヒル)
日本 語 を楽 し く読 む本 ・中級(産 能短 期 大 学)
日本 を読 む,貝 本 そ の社 会 ・文 化 ・歴 史(凡 入社 〉
8)マ ンチェ スター大学,マ ンチェスター工科大学,サ ルフォー ド大学,メ ト質
ポ リタン大学の合同研究所 としてマ ンチェス ター 日本研究所 が 日本 語教育 を行 って
























ち よっ とひ と こ と(朝 目カル チ ャ ーセ ン タ ー)目
絵 入 り日本 語 作 文入 門(専 門 教 育 出 版)
目楽 し く聞 こ う(文 化 外 国語 専 門学 校)〈 テ ー プ>
ニ ユ ー ス で学 ぷ 目本 語(凡 人 社)〈 テー プ〉
目毎 日の 聞 き取 り50目(凡 人 社)〈 テ ー プ 〉
日本 の く ら し12カ 月(杏 文 堂)
AnlntmductiontoNewspaperJapaPese(ジ ャ パ ン タ イ ム ズ)1
ス タ ン ダ ー ド 目本 語(N班Kエ デ ュ ケ ー シ ョ ナ ル)〈VTR〉1
は じ ま りは じ ま 賦 エ セ ッ ク ス 大 学)〈VTR〉1
Let'sLeamN1hong。(SEIKOC・rporati。n)(コ ンrヒ=ユ ー タ)1
こ の うち英 国 で 開 発 され た もの は4と 聾 と28の5教 材 で あ る。 斗 は ケ ン
プ リ ッジ大 学 の ほか ダ ー ラ ム 大学 の3・4年 生,カ ー デ ィ フ大 学 の1・2年
生 対 象 のそ れ ぞ れ 目本 語 と他 の二 つ の専 門 を持 つjointコ ー ス で使 用 され
て い る。 ケ ン ブ リッジ 大 学 で 日本研 究 を主 専 攻 とナ る 学 生 が2学 期 間 ・8
週 間 と い うイ ンテ ンシ ブ コ ー ス のた め に作成 され た もの を2年 間 か げ て終
了 させ てい るわ けで ある。 カ ー ディ フ大 学 日本研 究 セ ン ター は,首 都 カ ー
デ ィ フ を中心 に ウエ ー ル ズ に 目本企 業 が数 多 く進 出 して い るた め設 置 の地
と して 最 適 で あ る と して つ くられ た も の で,rセ ンタ ー の主 た る 目的 の一
つ は,目 本語 が話 せ る うえ,ビ ジネ ス及 び商 業,法 律 そ の弛 に精 通 した 卒
業 生 を相 当数 社 会 へ送 り出 す こ と」9〕とな っ て い る。 日系 企 業 に就 職 す る
卒 業 生 も多 い と い うが,こ の よ うな学生 のた め の 日本 語教 育 は ビジ ネ ス マ
ン を対 象 と した教 材 の ほ うが学 習者 の二 一ズ に合 うで あ ろ う。 ケ ン プ リ ッ
ジ 大 学 と 教 授 法 な ど につ い ての 情報 交換 な ど は特 に 行 っ て い な い とい う。
猛 の教 材 は,貝 本 語 の表 記 が全 て ロ ーマ字 で あ り,短 期 問 の旅 行 な ど で訪
日す る人 が簡 単 な会 話 を習 得 す る 目的 で作成 され た もの で あ る。 これ を使
用 して い る機 関 は作成 者 自身 が授業 を担 当 して い るエ クセ ター 大学 だ けで
9)「 カーディフ大学 における 日本語教育 」田中圭子 「日本語教 育年 鑑』1991年
版 アル ク
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あP,1995年 秋 か らは使 用 をや め る と い う。28は 自作 の主 教 材 用 の ビデ
オ教 材 で あ る。1部 見 せ て も らっ た が ア イ デ ィ ア に温 れ 大 変 お も しろ い教
材 で,会 話 を中 心 の短 期 間 の コー ス な どに は適 して い る が,ま だ試 用 教 材
で今 後 引 き続 き作 成 作業 炉継 続 され る とい う。少 な く と も今 回 の調査 の範
囲 では,イ ギ リス で 開 発 され た教 材 は わ ず か で あ り,し か も作 成 した 機 関
以外 で使 用 され て い る も のは一 つ しか ない こ とが わ か った 。
イ ギ リス の 目本 語教 育 の 中心 と言 わ れ る 斗大 セ ン ター の ケ ン ブ リッ ジ大
学 を除 く3セ ン ター の現 状 につ い て簡 単 に触 れ て お く。 オ ッ ク ス フ ォ ー ド
大 学 の 日本 語教 育 は東洋 研 究 所 で行 わ れ て お り,従 来1年 生 を シ ェ フイ ー
ル ド大学 に 預 け,自 校 で は 初 級 の 日本 語 教 育 を 行 っ て い な か っが,19叫
年 の秋 か ら,1年 生 か ら4年 生 ま で の一 貫 した 日本 語 教 育 を始 めた ば か り
で あ る。 目本 語 の担 当 は 日本 語 を母 語 とす る教 師3人 で,初 級 の使 用 教 科
書 は 『CommunicatioDJapaneseStyle』 で ある 。 学 生 の能 力 や 到 達 目
標 な どは ケ ンブ リ ッジ 大学 と同 様 で あ る と考 え られ が,ケ ン プ リッジ 大 学
の よ う に長期 に わ た り責 任 を持 っ て 日本 語 教 育 を担 当 して きた 教 師 は い な
い。1年 生 か らの 日本 語 教 育 を開 始 し,新 た に ス タ ッフ の陣 容 を整 え て の
再 出 発 と い う と こ ろで ある。 シ ニ フ イ ー ル ド大学 の 目本 語 教 育 は 日本 研 策
セ ン ター で 行 われ てお り,19鱗 年 春 の時 点 で 日本 語 教 育 は 目本 語 を母 語
とす る6人 と,母 語 と しな い1人 の 日本 語 教 師 が 担 当 して いた 。1993～
94年 の1年 生 の教 科 書 は 『JapaneseforEveryone』 で あ り,そ の前 年
まで は 『IntroductiontoJapanese』(G.Healey)で あ った 。1994～95は
『Situat生onalFunctionalJapanese』 に変 え た とい う。 目標 設 定 が 明 らか
でな く,カ リキ ュ ラム の 立案 や教 材 選 定 な どに一 貫 性 に欠 け る き わい が あ
る とい う印象 を受 けた 。 ロ ン ドン大 学SOASは 日本 語 教 育 で はイ ギ リス
で最 も古 い伝 統 を もつ 。 目本 語 学 科(JapaneseSection,か つ て の主 任 教
授 ブ ライ ア ン ・モー ラ ン は著 書 で 「フ ン ドン大 学 日本 語 学 科 」 と し て い
る)の ス タ ッ フは,文 学 や 演劇 な ど の専 門 を持 っ6人 の専 任(pmfessor1
人,1ecturer5人)と,目 本 語教 育 の み を担 当 す る 日本 語 教 育 の経 験 豊 富
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な 日本 言吾を母 語 とす る4人 の非 常勤 講 師(1ector)で 構 成 され て い る。1年
生 の教 科 書 は 『SituationalFunctionalIapanese』 で,ビ デオ の授 業 で は
『ヤ ン さん と 目本 の 入々 』
,CAIの 授 業 で は 『Let7sLeamN魚ongo一 で
漢 字 な どの指 導 が行 われ てい る が,そ の ほ とん ど は 非 常 勤 が 担 当 し て い
る。 専 任 は2年 生 以上 の 日本 語 も担 当 して い て,目 本 語 教 育全 体 の 方 針 を
決 定 しそ の責 任 も負 うわ けで あ る 渉,目 本 語 学科 の専任6入 の う ち3人 が
新任(19叫 年 秋 〉とい う よ うに,こ れ ま で は ス タ ッフ の異動 が激 し く,そ の
たび に 日本語 教 育 に 対 す る方 針 渉 変 わ っ て しま う こ と が 多 か った とい う。
現 ス タ ッ フは 目本 語教 育 を一 層 充実 させ るべ く種 身 の検 討 を行 っ て い る よ
うで あ り,今 後 の成 果 を見 守 りた い。
コー タ ッチ が期 待 す る・ セ ン ター をベ ー ス に して他 う広 め る と い う構 想
は,現 在 全 て のセ ン ター が必 ず しも理 想 的 な教 育 条 件 を備 え て運 営 され て
い る わ け で は な い こ と。 また,前 述 の よ うに 開発 され た 教 材 が ほ とん ど な
い こ と。 唾一 の大 学生 対 象 の市 販教 材 で あ る ケ ン ブ リッ ジ大 学 の教 科 書 の
揚 合 を見 て も,他 機 関 で必 ず し も作 成 意 図 斜 舌か され た選 定 が な され て い
る とは思 え な い こ と な ど を考 え る と,現 状 は か な り厳 しい と言 わ ざ る を得
な い。
数 字 の上 か らは酉 欧 の中 で は恵 まれ た教 育 条 件 を持 っ て い るイ ギ リ ス で
ある が,『海 外 の 日本 語 教 育 の現 状 』 に よ る と,目 本 語 教 育 上 の問題 点 の ア
ンケ ー ト結 果 で は,① 適 切 な教材 の不 足(24機 関),② 教 員 数 の不 足(13),
③ 日本 文 化 に関 す る情報 の不 足(11),④ 教員 の待 遇 ボ不 十 分(8),⑤ 教 授
法 に 関 す る情 報 の不 足(6),⑥ 教授 能 力 の不足(5)・ 施 設 等 の不 備(5〕 とな
って お り,適 当 な教 材 の欲 求 が最 も高 い こ とが わ か る。 た だ こ の調 査 は問
題 点 と思 わ れ る もの を10挙 げ て お き,そ の 中 か ら 最 も重 要 だ と 思 わ れ る
もの を3っ 選 ぶ方 法 で あ り,イ ギ リス は 無 記 入 が10と 西 欧 で は 一 番 多 い
(2位 のフ ラ ンス とオ ー ス トリア 力娼,ド イ ツ,イ タ リア は1)こ と を考 え る





を整理 し今後やるべき課題をしぽれば,次 の3点 になる。
1)専 門家としての日本語教師の養成
イギリネの大学 で目本語教育 に携わっている教師で,そ れ以前に月本語
教師養成 のためのコースを受講 した り,日 本語教育の経験を持 っていた教
師はきわめて少 ない。旦本語 を母語 としない人の大半は日本の文学や歴史
などが専門で日本語びできるか らという理由で教 え始 め,ま た 日本語 を母
語 とする人の場合イギリスに滞在 していて目本語が母語だか らという理由
で教 え始 めたというケースが多 い。無論経歴はどうあれ経験 を積み研鑛す
ることによって立派 な目本語教育の専門家 として学生や同僚から信頼 され
ている教師 も多いが,今 後の日本語教育 の一層の充実発展 を考えるな ら学
習者の二一ズに合 ったカリキュラムの立案や教材の作成 ・適当な教授法の
選択 などができる,専 門家 としての日本語教師が必要である、現在大学に
よっては日本語教師を公募 し,目 本か らも希望者 を募 ってできるだけ日本
語教育経験のある適任者を捜すという方法 をとっている機 関もあるが,求
めているような適任者 が応募することは少 ない。その大 きな要因は待遇の
問題である。ア海外 の目本語教育の現状』によると,イ ギリスの高等教育機
関の日本語教師133人 のうち専任は醒 人 としているが,ど のような身分
を専任 と考 えるか機関によって異なってお り,日 本の社会に置 き換えて理
解するのは危険である。いわゆる9本 のように定年まで勤められるtenure
の権利 を持っているβ本語教師は,筆 者が聞いた限Pイ ギリスには1人 し
かいない。多 くが1年 から3年 め短期契約のポス トであり,そ の機関の日
本語教育を専門としない責任者か らの指示 に従 い任務に当たるというのび
現状 であ乱 したがっ鳴 いい教師 を集 めるためには専任のポス トが用意
されなければならないが,イ ギリスの大学 で専任 のポス トを得るにはかな
り厳 しいチェックを受 けなければならない。MA,で きればPh.Dの 肩書
きと研究業績以外 にも,授 業だけでなく教授会などでや りとりできる高度
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壌英語力 が要求 され るという。このようなことを考えると,目 本語教育 の
実績 を持 っているイギリスの大学院で目本語 ・日本語教育 を専攻 できるコ
ースを開設 し,MAやPh.Dが 取れ るようにするのが最良の方法 であろ
ラ。現在 でも日本語教師養成コースはロンド7大 学のExternalServices
Divisionや 民間の施設などで行われ盛況のようである拭 それ らを修了
しても学歴上 の資格が取れない,大 学院で講座が開設 されれぱ,資 格 を持
・た 日本語教師が養成できるというだけでなく,そ の機関が日本語及び 日
本語教育研究の核 となり,そ こで生まれる研究成果は他 の機関にも広 がっ
ていくはずである。現在はそ うした核 になる機関が存在 しないというのも
コータッチの構想を妨げている要因 の一 つ で ある。筆者が滞在 していた
1995年 春にロンドン大学SOASの 大学院で日本語 ・日本語教育関連 のコ
ース開設の検討が始められていたが,19%年 の秋か ら日本語学科と言語学




らないため,新 教材作成に踏み切 ったという1叱 多 くの機関が既存の教材
で満足 していないことは,先 に見た日本語教育上の問題点 のアンケー トで
半数以上の機関がr適 切な教材の不足」 を挙げていることでもわかる。教
材 を作成することはただ結果 として作品ができるだけでな く・その過程で
ヵリキュラム,到 達目標・教授法など総合的に日本語教育を考えなければ
ならず,そ こに生まれる成果はできあがった教材以上 の価 値 が ある。た
だ,教 材を開発するということはたいへんな労力と時間を割 かなければな
らず,常 に2・3年 で教師ぶ入れ代わって しまうような状況では到底困難
である。そのためには,少 な くとも中心になる教師が長期にわたって作業
ボできる条件を作ることが必要である。状況が許せば複数の機関の教師ボ




チ ー ム を作 り,共 同 で 開発 を行 うこ とも考 え られ る。
3)目 日本 語教 師 のネ ッ トワー ク作 リ
イ ギ リス の 日本 語 教 師 の組 織 にJLA(JapaneseLanguageAssociation)
が あ るが,こ れ は高 等 教 育機 関以 外 の 日本 語 教 師及 び 学 習 者 を支 援 し情報
を伝 え るネ ッ トワー ク の必 要 性 か ら設 立 され た もの で あ る・主 に高 等 教 育
機 関 の教 師 で組 織 され て い る学 会 と して はBAJS(TheBri齢hAssQcia-
donforJapan6seStudies)が あ るが・ こ こで 取 り上 げ られ る テ ー マ は 日
本 研究 が 中心 で 日本 語 や 日本 語 教 育 が取 り上 げ られ る こ と は ほ と ん ど な
い。 大学 の 日本 語 教 師 の学 会 な ど の公 的 な組 織 は な く横 の つ な が りが な い
た め,日 本 語 教 師 聞 の 交流 や情 報 交 換 は ほ とん ど行 わ れ て い な い。 こ う し
た現状 を考 え る と,高 等 教 育機 関 の 日本 語 教 師 の ネ ッ トワ ー ク を早 急 に作
る 必要 が あ る。 そ の よ うな組 織 炉で きれ ぱ,教 材 や 教授 法 に 関 す る情 報 交
換 もで き,機 関 を超 えた 共 同 作 業 も可能 に な る。 イ ギ リス 国 内 の機 関 や教
師 の相 互 交 流 だ け で な く,核 とな る組織 が で きれ ば・ そ こ を通 じて 日本 と
の交 流 も しや す く酌,種 凌 の情報 交換 も行 わ れ る よ う に な る で あ ろ う・
5お わ り に
UK,」 へPAN20QOグ ∫レー プ が1993年1こ イ ギ リス の 目本 言吾教 育 を行 っ て
目い る 高等 教 育機 関27を 対 象 に行 った 調査 に よ る と,各 機 関 の 今 後 の学 生
数 の受 け入 れ 予想 の総 数 は2000年 が585人,2002年 に は640人 に な る と
い う1D。対 象 とな った機 関数 が少 な いた め・現 時 点 の学 生数 よ り少 な い が・
こ の調査 で興 味深 い こ とは,イ ギ リス の高 等 教 育 機 関 の 目本 語 学 習 者 は こ
こ しば ら くは増 え続 げる と考 え られ て い る こ とで あ る。 そ の た め に も・課
題 の早 急 な実 践 が急 がれ る。 また,こ う した イ ギ リス の現 状 を正 し く把 握
し,い か なる形 で効 果 的 な援 助 や 手 伝 い がで き る のか を 日本 側 の公 的機 関




最 後 に,イ ギ リス滞 在 中,調 査 の た め ケ ンブ リッジ 大 学,シ ェ フイ ール
ド大 学 をは じめ,は ン ドン大学,オ ッ クス フォ ー ド大学,エ セ ッ クス 大学,
二 払一 キ ャ ソス ル大 学,エ ジ ンバ ラ大学,ス ター リン大 学,カ ーデ ィ フ大
学 を訪 問 し・ 関 係 者 の方 々 には多 大 な ご迷 惑 をお か け した こ と を お 詫 び
し・ お礼 を申 し上 げた い。 また ア ンケ 」 トに ご協 力 くだ さった 先 生 方 に も
感 謝 の意 を表 した い と思 う。
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